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凡
　
例

　

日
時
　
　

場
所
　
　

集
合
　
　

対
象
・
定
員
　
　

費
用
　
　

内
容
　
　

講
師
　
　

一
時
保
育
　
　

締
切
日
　
　

申
込
　
　

問
合
先
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

Ｅ
メ
ー
ル

▢時

▢場

▢集

▢人

▢費

▢内

▢師

▢保

▢締

▢申

▢問

▢ｅ

こうとう区報でご案内しているイベント等は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止または変更される場合があります。イベント等へ参加される際は、感
染防止対策にご協力ください。また、体調の優れない方は参加をお控えください。詳細はホームページをご確認いただくか主催者へ直接お問い合わせください。

　
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
と
は
、
全

般
的
な
知
的
発
達
の
遅
れ
や
視
聴

覚
障
害
は
な
い
も
の
の
、
読
む
、

書
く
、
計
算
す
る
な
ど
特
定
の
学

習
に
困
難
が
生
じ
る
発
達
障
害
の

一
種
で
す
。

　
主
な
学
習
障
害
の
種
類
と
し
て

は
、
次
の
₃
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
読
字
障
害
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
）：
文
字
を
読
む
こ
と
が
苦
手

　
文
字
と
音
の
関
連
付
け
が
困
難

な
音
韻
処
理
不
全
、
文
字
が
ゆ
が

ん
だ
り
ぼ
や
け
た
り
し
て
見
え
る

視
覚
情
報
処
理
不
全
の
た
め
、
音

読
が
遅
い
、
読
み
間
違
い
が
多
い
、

文
字
や
文
章
の
理
解
が
難
し
い
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

﹇
小
学
生
〜
高
校
生
の
事
例
﹈

○ 

音
読
を
極
端
に
嫌
が
る

○ 

練
習
し
て
も
文
字
が
読
め
な
い

﹇
大
人
の
事
例
﹈

○ 

正
確
に
文
字
を
読
め
な
い

○ 

文
章
を
飛
ば
し
て
読
む

②
書
字
障
害（
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ

ア
）：
文
字
を
書
く
こ
と
が
苦
手

　
①
の
読
字
障
害
と
併
発
し
て
い

る
場
合
が
多
く
、
文
字
の
書
き
写

し
が
遅
い
、
助
詞
（
て
に
を
は
）

を
う
ま
く
使
え
な
い
、
考
え
た
こ

と
を
文
字
に
す
る
こ
と
が
困
難
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

﹇
小
学
生
〜
高
校
生
の
事
例
﹈

○ 

字
が
鏡
文
字
に
な
っ
て
し
ま
う

○ 

作
文
や
小
論
文
が
書
け
な
い

﹇
大
人
の
事
例
﹈

○ 

電
話
の
メ
モ
が
取
れ
な
い

○ 

罫け
い

線
や
枠
に
沿
っ
て
書
け
な
い

③
算
数
障
害
（
デ
ィ
ス
カ
リ
キ

ュ
リ
ア
）：
計
算
や
推
論
が
苦
手

　
数
の
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
や

簡
単
な
計
算
、
数
値
を
覚
え
る
こ

と
が
苦
手
で
す
。
読
み
書
き
に
は

問
題
が
な
く
、
計
算
や
推
論
だ
け

が
極
端
に
苦
手
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
小
学
生
〜
高
校
生
の
事
例
﹈

○ 

算
数
・
数
字
が
極
端
に
苦
手

○ 

針
式
の
時
計
が
読
め
な
い

﹇
大
人
の
事
例
﹈

○ 

金
額
の
暗
算
が
苦
手

○ 

割
引
や
利
率
の
計
算
が
苦
手

障
害
へ
の
理
解
を
広
げ
よ
う

　
さ
ま
ざ
ま
な
発
達
障
害
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
発
達
障
害

は
い
ず
れ
も
育
て
方
や
本
人
の
努

力
不
足
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
障
害
の
あ
る
人
は
、
う
ま

く
い
か
な
い
困
難
を
抱
え
て
苦
労

し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
共
生
社
会
を
作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問▢
障
害
者
施
策
課
施
策
推
進
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
7
4
9

 

℻（
3
6
9
9
）0
3
2
9 第6回

発
達
障
害
④
　
学
習
障
害（
Ｌ
Ｄ
）

　「
収
入
が
不
安
定
で
家
賃
や
税
金

を
滞
納
し
て
い
る
」「
家
族
が
病
気
や

ひ
き
こ
も
り
で
仕
事
が
で
き
な
い
」

「
失
業
し
て
生
活
が
苦
し
い
」「
こ
ど

も
の
養
育
・
教
育
で
悩
ん
で
い
る
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
専
門
知
識
と
経
験
を
有
す
る
相

談
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
合
っ
た

解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

※
区
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

住
居
確
保
給
付
金

　
離
職
等
に
よ
り
賃
借
し
て
い
る
住

居
を
失
っ
た
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ

の
あ
る
方
に
₃
か
月
間
、
住
居
確
保

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
（
上
限
有
）。

給
付
金
は
不
動
産
管
理
・
家
賃
保
証

会
社
等
に
支
給
し
ま
す
。
対
象
住
居

に
同
居
し
て
い
る
人
数
に
よ
り
収
入

や
金
融
資
産
等
の
支
給
要
件
が
あ
り

ま
す
。

就
労
準
備
支
援
事
業

　
江
東
区
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東

陽
₅
―
₃₀
―
₁₃
）で
、
生
活
訓
練（
生

活
リ
ズ
ム
の
確
立
等
）、
社
会
訓
練

（
模
擬
面
接
等
）、
就
労
訓
練
（
就
職

活
動
の
方
法
や
知
識
の
取
得
等
）
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
早
期
の
就
労
が
難
し
い
方

向
け
に
職
業
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
も
あ
り
ま
す
。

家
計
改
善
支
援
事
業

　
家
計
の
や
り
く
り
に
困
っ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
相
談
者
と
と
も
に
家

計
を
見
直
し
、
自
身
で
家
計
を
管
理

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
滞
納
解
消
・
債
務
整
理
に
関
す
る

支
援
、
各
種
給
付
制
度
の
利
用
に
向

け
た
支
援
等
を
行
い
、
状
況
に
よ
っ

て
は
、
他
の
専
門
機
関
へ
の
紹
介
な

ど
も
行
い
ま
す
。

問▢
﹇
深
川
地
区
お
よ
び
東
砂
6
〜

8
丁
目
、
南
砂
、
新
砂
、
海
の
森
﹈保

護
第
一
課
生
活
支
援
相
談
窓
口
（
区

役
所
₂
階
₂₄
番
窓
口
）

 

☎（
3
6
4
7
）8
4
8
7

 

℻（
3
6
4
7
）4
9
1
7

﹇
城
東
地
区
の
う
ち
亀
戸
、大
島
、北

砂
、
東
砂
1
〜
5
丁
目
、
夢
の
島
、

新
木
場
、
若
洲
﹈

保
護
第
二
課
生
活
支
援
相
談
窓
口

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー（
大
島
₄
―
₅

―
₁
）
₁
階
）

 

☎（
3
6
3
7
）3
7
4
1

 

℻（
3
6
8
3
）3
7
2
2

　
区
内
の
中
小
企
業
を
対
象
に
、
国

・
都
・
商
工
会
議
所
・
区
経
済
課
が

新
年
度
に
実
施
す
る
支
援
事
業
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
各
支
援
機
関

の
担
当
者
が
、
補
助
金
や
助
成
金
に

関
す
る
事
業
の
説
明
を
し
ま
す
。

※
当
日
は
名
刺
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

時▢
₃
月
₁₄
日
（
火
）
午
後
₂
時
〜

₅
時
（
開
場
午
後
₁
時
半
）

場▢
産
業
会
館
₂
階
第
₄
〜
₆
展
示

室
（
東
陽
₄
―
₅
―
₁₈
）

人▢
区
内
中
小
企
業
者
₄₀
人
（
申
込

順
）
費▢
無
料

申▢
₂
月
₁₇
日（
金
）午
前
₉
時
か
ら

電
話
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
①
催
し
も
の
名

②
会
社
名
（
参
加
者
名
）
③
住
所
④

電
話
番
号
⑤
業
種
⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
記
入
し
、
経
済
課
販
路
開
拓
担

当
へ 

☎（
3
6
4
7
）1
3
8
1

 
℻（
3
6
4
7
）8
4
4
2

ｅ▢hanro@city.koto.lg.jp

　「
定
年
後
も
経
験
や
技
術
を
活
か

し
て
仕
事
が
し
た
い
」「
シ
ニ
ア
世
代

で
自
ら
事
業
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
方
に
向
け
た
創
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
・
定
年

者
の
方
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
創
業
を
、

基
礎
か
ら
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

時▢
₃
月
₁₁
日
・
₂₅
日
（
土
曜
全
₂

回
）
午
後
₁
時
半
〜
₄
時
半

場▢
産
業
会
館
₂
階
第
₁
会
議
室

（
東
陽
₄
―
₅
―
₁₈
）

人▢
区
内
在
住
・
在
勤
で
、
シ
ニ
ア

・
定
年
者
で
の
創
業
を
考
え
て
い
る

方
₂₀
人
（
初
め
て
受
講
す
る
方
を
優

先
し
、
抽
選
）
費▢
無
料

内▢
シ
ニ
ア
・
定
年
創
業
の
特
徴
や

進
め
方
、
ど
の
よ
う
に
お
客
様
を
獲

得
す
る
か
、
お
金
の
や
り
く
り
の
仕

方
な
ど

　
区
議
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

議
会
活
動
を
よ
り
一
層
広
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
本
会
議
の
ほ
か
、
予

算
審
査
特
別
委
員
会
の
模
様
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
・
録
画
中
継
し
て

い
ま
す
。
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
傍
聴
も

可
能
で
す
。

時▢
₂
月
₂₀
日
（
月
）
〜
₂₄
日
（
金
）、

₂
月
₂₈
日
（
火
）
〜
₃
月
₁
日
（
水
）

午
前
₁₀
時
〜
※
₂
月
₂₃
日（
木
・
祝
）

を
除
く

人▢
傍
聴
定
員
₃₀
人
※
開
会
後
も
定

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
傍
聴
可
能

申▢
当
日
区
議
会
事
務
局
へ

問▢
区
議
会
事
務
局
議
事
係

 
☎（
3
6
4
7
）3
5
4
7

 
℻（
3
6
4
7
）0
4
3
0

　
保
健
相
談
所
で
は
神
経
内
科
の
専

門
医
と
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
際

は
、
保
健
相
談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○ 

「
歩
き
方
が
お
か
し
い
」「
転
び
や

す
い
」「
手
が
震
え
る
」
な
ど
の
症

状
が
あ
る

○ 

診
断
が
つ
き
治
療
を
し
て
い
る
が

生
活
や
療
養
の
仕
方
を
知
り
た
い

○ 

病
気
や
薬
の
こ
と
を
知
り
た
い

○ 

家
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
を

知
り
た
い

申▢
住
所
地
の
管
轄
の
保
健
相
談
所

へ
（
予
約
制
）

問▢
城
東
保
健
相
談
所

 

☎（
3
6
3
7
）6
5
2
1

 

℻（
3
6
3
7
）6
6
5
1

　
　
深
川
保
健
相
談
所

 

☎（
3
6
4
1
）1
1
8
1

 

℻（
3
6
4
1
）5
5
5
7

　
　
深
川
南
部
保
健
相
談
所

 

☎（
5
6
3
2
）2
2
9
1

 

℻（
5
6
3
2
）2
2
9
5

　
　
城
東
南
部
保
健
相
談
所

 

☎（
5
6
0
6
）5
0
0
1

 

℻（
5
6
0
6
）5
0
0
6

師▢
山
川
博
久（
中
小
企
業
診
断
士
）

締▢
₂
月
₂₁
日
（
火
）

申▢
電
話
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
①
催
し
も

の
名
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所

④
電
話
番
号
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑥

創
業
予
定
の
業
種
を
記
入
し
、
経
済

課
産
業
振
興
係
へ

 

☎（
3
6
4
7
）2
3
3
2

 

℻（
3
6
4
7
）8
4
4
2

ｅ▢sangyou-k@city.koto.lg. 
jp


